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はじめに
　2014 年３月，拙著『ベルベル語とティフィナグ文字の基礎─タリーフィー
ト語入門─』を刊行して以来，筆者のもとには多くの問い合わせが寄せられ
ている。国際アラビア語方言学学会（AIDA）（１）が４年に一度開催する国際
会議での拙著の紹介をはじめとして，フランス国立東洋言語文化研究所
（INALCO）（２）やモロッコ王立アマズィグ文化研究所（IRCAM）（３）など，
ベルベル言語文化研究を手がける研究機関からの書面やメールである。その
多くは拙著の翻訳を打診したものであるが，消滅危機言語をテーマとした基
調講演の依頼もある。今日まで，ティフィナグ文字を併記した文法書の類は
ほぼ皆無であったことから，本書の内容を世界の主要言語で把握しておくこ
とが，言語研究に携わる研究者にとって当面の関心事かもしれない。拙著発
表後の当初の計画は，ティフィナグ文字を併記したベルベル語辞典の編纂で
あったが，こうした多方面からの要望に応じることも当面の課題となってい
る。
　さて近年，「アラブの春」を発端とした各国の政情を中心に，中東情勢が
取り上げられている。しかしながら，テルアビブ大学Maddy Weitzman博士（４）
をはじめとする一連のベルベル語研究者は，1980 年代にはすでに「ベルベル
の春」（Berber Spring）という用語が使用されていて，この呼び名が基点と
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なり，2010 年以降この地域で高揚した抵抗運動を指して「アラブの春」（Arab 
Spring）となったいきさつを紹介している。さらに 2011 年モロッコで憲法改
正が実施され，アラビア語とともにベルベル語がモロッコ王国の公用語とし
ての地位を確立してからは，言語政策という観点からベルベル語使用におけ
る人権問題を取り上げた研究も少なくない。旧植民地との関連から，「ベル
ベル」にまつわる研究には，もっぱら INALCOをはじめとするフランス語圏
の国々が従事してきたが，近年イギリスやアメリカにおいて，英文で発表さ
れたものも少なくない（５）。筆者は今後もベルベル文字（ティフィナグ文字）
に関連するテーマを取り上げる意向であるが，本稿ではベルベル民族がこれ
までに辿ってきた変遷を，イスラーム先史時代までさかのぼって，今一度整
理して論を進めることにしたい。
「ベルベル」（Berber）から「アマズィグ」（Amazigh）へ
　「ベルベル」という用語は，この民族が自らを呼ぶ際に用いた名称ではなく，
ローマ人やギリシャ人をはじめとする外部の民族が，軽蔑の意味をこめて彼
らをこう名付けたという事実については，これまでも事あるごとに述べてき
た。したがって本稿では「ベルベル人」という用語を避け，今後は「アマズィ
グ人」，「タマズィグト語」，「アマズィグ文化」と改めて論を進める。
　さらに “amazigh”（６）の複数を示す “imazighen” が「高貴な人々」を意味
するだけではなく，その派生的意味には「騎士道にかなった人々」があるこ
とを2014年８月の北モロッコでの調査で確認した。アマズィグ人はベドウィ
ン族（Bedouin）に侵略されるまでは，農耕民族であったが，その後いくつ
かの集団は自らの土地を離れて，半遊牧生活を営むようになった経過を考え
れば，この「騎士道」という用語にも違和感を覚えることはない。いずれに
せよ，アマズィグ人は北アフリカ史の中では，周辺的役割を演じてきたといっ
ても過言ではない。古代エジプト人，ギリシャ人，フェニキア人，ローマ人，
ヴァンダル，ビザンチン，アラブ人など周辺の民族は，彼らの起源や歴史に
北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証３─ （ 73 ）
関してさまざまな記述を残してきたが－それが真実であろうが虚構であろう
が─，アマズィグ人はみずからの過去に関して，近年まで沈黙を守ってきた。
その理由は，彼らが結婚などによる他民族との混血を，抵抗なく自然な形で
受け入れてきたからにほかならない。
古代エジプト史の中のアマズィグ人
　ラムセスⅢ世（在位 BC1198 ～ 1166）の時代には，古代エジプトに居住す
るアマズィグ人は “Mašawš” と呼ばれていた。それは古代エジプトにおいて，
子音 /z/が無声硬口蓋摩擦音の /š/，また有声軟口蓋摩擦音 /ġ/は無声化し
た /x/で発音されたからである。また紀元前６世紀に，ギリシャ人歴史家ヘ
カタイオス（Hekataios）は彼らを “Mazyes” と呼び，その後の紀元前５世紀
には，ヘロドトス（Herodotus）がこれを “Maxyes” と称した。いっぽうラ
テン語圏の歴史家は “Mazax”，“Mazaces” あるいは “Mazikes” などの複数
名詞を用いて，ヌミディア人（７）全般をこう呼んだ。ヌミディア（Numidia）
は現在のアルジェリア一帯に相当する地域である。ヌミディア人は元来，半
遊牧生活を営む原始的民族として北アフリカ史上で描かれ，フェニキア系カ
ルタゴ人の軍隊で兵役についた者も多数いた。BC７世紀にはローマに対抗
し，カエサル（Julius Caesar）に敗北した後は，キリスト教を受け入れたと
される。
　またヘロドトスの著 The Historiesには，初期のアマズィグ人たちは古代エ
ジプトと敵対関係にあり，今日のリビアを指す用語で “Libou” と呼ばれてい
たとの記述がある。さらにギリシャの詩人ホメロス（Homeros）の詩では，
“Libou” は “Libyè” と表記され，古代エジプトと東の境を接する海岸沿いの
西方地域を指していた。また，フェニキア人が定住した北アフリカの沿岸地
域，さらには地中海のアフリカ側一帯地域などを，ギリシャ系やラテン系の
歴史家はイマズィゲン（Imazighen）と名付け，この用語がリビア人（Libyans），
ヌミディア人（Numidians），モーロ人（Morish）などが居住する東部アフリ
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カからモロッコまでの地域の住民の総称となっていた（８）。いずれにせよ，
歴史家の多くが Imazighenの居住する地域を特定できなかったのは，彼らが
ベドウィンとして遊牧生活を営み，一定の居住地を持たなかったからであろ
う。
タマズィグト語の起源にまつわる諸説
　アマズィグ人の起源に関して，言語学者の多くはその見解を異にしている。
それは一口に「アマズィグ人」と言っても，居住する地域によって風貌や肌
の色が違い，話す言語が異なるからである。アマズィグ人は世界史上では《北
アフリカの先住民》と定義されているが，①ブラックアフリカからやってき
た，②古代フェニキアが故地である，③ローマ方面から地中海を渡って北ア
フリカに到来した，などの諸説もある。また彼らの母語であるタマズィグト
語が，北アフリカ史の中で，他の言語とどのようにかかわってきたかという
テーマに関しては，さらに多くの仮説が提示されている。INALCOの Salem 
Chaker教授によると，それらのうちこれまで最も多く支持されてきた仮説は，
ケルト人の基層（Substratum）にアマズィグの起源を求めるもの，次に古代
エジプト語を起源としてタマズィグト語を引き合いに出す説，さらにタマ
ズィグト語はセム語の祖語（Protolanguage）であるとするものまで様々であ
るという。そのうち今日において定説となっているのは，今から 6000 年ほ
ど前の北アフリカ一帯には多民族が居住していたが，彼らは共通した一つの
言語基層を保持していたという考え方である。この基層は「リビア・ベルベ
ル基層」（Libian-berber substratum）と命名されている。いずれにせよ初期の
アマズィグ人は，リビアからエジプトにかけて居住していた “Temehu”（９）
と呼ばれる古代リビア人であったとされる。また教授は，ラテン語による資
料にはアマズィグ人のペルシャ起源が示されていることを指摘し，さらに中
世のアラブ人歴史家のほとんどが，アマズィグ人のパレスチナあるいはイエ
メン起源を主張している事実を明らかにしている。そして北アフリカに到来
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した征服者たちは，この地域を支配下におくため，自らに好都合なアマズィ
グ人起源を展開したと結論している（10）。
アマズィグ人の宗教観：ユダヤ教，キリスト教との関連から
　アマズィグ人の神話の中には，セム民族の男神とされるバール神（Baal）や，
フェニキア人の女神といわれるアスタルテ（Astarte）が登場する。さらに古
代エジプトの主神であるアモン神（Amon）や，エジプト神話の女神イシス
（Isis）など，諸民族が奉じる神々への言及もある。また初期の時代のアマズィ
グ人の間には，大地や水などに対する自然信仰も盛んであったといわれてい
る。その後多くのアマズィグ人は，一神教としてのユダヤ教を受け入れたが，
中世スペインの時代にイベリア半島に居住し，その後は東欧や北アフリカに
移り住んだセファルディー系ユダヤ人の起源はアマズィグ人であるとの一説
もある（11）。
　2014 年９月，リーフ 21世紀協会（ASOCIACION RIF SIGLO XXI）のヤー
シン会長はこの件に関して，イギリス人作家 V. S. Naipaulの言葉を引用して
以下のようなコメントを公表している（12）。
　《今日においてもモロッコ人の半数，またアルジェリア人の１／３がアマ
ズィグ系の血を引いていることは紛れもない事実であり，リビアにも 10％程
度のアマズィグ系住民が健在である。さらにチュニジア，エジプト，ニジェー
ル，モーリタニア，ブルキナファソにも居住しているが，当該国政府はその
人口をこれまであえて明確にしてこなかった。また最も注目すべきは，300
万人ともいわれるヨーロッパへ移民したアマズィグ系住民の現状である。先
住民がどのような民族であったかという視点から，北アフリカ史をさかのぼ
ることが不可欠な時代が，今まさに到来している。多くの住民がイスラーム
教を受け入れたことは確かな事実であるが，征服民族であるアラブ人は，政
治的策略のために文化的遺産を破壊するにとどまらず，我々アマズィグ人の
宗教的信念にまで介入しつつ今日に至っている》
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　こうした指摘からも明らかなように，７世紀になって北アフリカに進出し
たアラブ人の歴史を考えるなら，それ以前の時代には 3000 年以上にわたっ
て，先住民族のアマズィグ人とユダヤ人が，中東や北アフリカで共存してい
たことは紛れもない事実である。今日において，アマズィグ系住民のみなら
ずセファルディー系ユダヤ人も，アラブ系イスラーム教徒の政治的圧力に
よって，そのアイデンティティーを失いつつある。アマズィグ系リビア人研
究者の多くは，今日イスラエルに居住するユダヤ人にとって，こうしたアマ
ズィグ系住民の苦悩は理解できうると指摘している。そしてカダフィー政権
の時代には，自分たちの子息にアラブ系以外の姓名を付けることが，公的に
は禁止されていた事実を語り始めている（13）。
　イブン・ハルドゥーン（Ibn Khaldun）の『歴史序説』（14）の中には，ユダ
ヤ人とアマズィグ人が太古から共存していた事実を示した個所があり，その
一例として，７世紀にアラブ勢力に抵抗したゼナタ系アマズィグ人の Dihya
がユダヤ系であったとの記述がある。Dihyaは後のアラブ側の史料では，カー
ヒナ（kāhina）と改名され今日に至っている（15）。北アフリカにおけるアラ
ブ人の支配が始まったこの時期を起点に，アマズィグ人のイスラーム化が進
み，紀元１世紀から彼らの間に普及していたユダヤ教徒の数は減少した。
1936 年の統計によると，１世紀から７世紀にかけてモロッコに居住したユダ
ヤ人約16万人のうち，その４分の３にあたる12万人がアラビア語とタマズィ
グト語の二つを併用していて，２万５千人あまりがタマズィグト語単一言語
の話者であったとの報告がある。当時アラビア語とタマズィグト語を併用し
ていたユダヤ人の商人は，アラブ系住民とアマズィグ系住民のいわば仲介的
役割を果たしていたとされている。しかしながら，1948 年にイスラエルが建
国され，その後 1962 年にアルジェリアが独立した後は，アラブ人主導によ
るイスラーム主義者が台頭することになる。こうした状況下，アトラス山脈
一帯からは，ユダヤ人や非イスラーム系アマズィグ人が，他の地域へ移住し
てしまったとされる。この時以来，北アフリカの歴史は，アラブ人側からの
ものとアマズィグ人側からのものの二つが形成されることになったが，アマ
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ズィグ人たちは建国されたイスラエル国家と接触を保ちながら，自らのアイ
デンティティーを保持したようである。また紀元１世紀頃には，キリスト教
が北アフリカに普及し，イスラーム教がこの地に到来する８世紀まで健在で
あった。アマズィグ人たちがキリスト教に改宗した理由は，決してその宗教
的信念からではなく，キリスト教がローマ帝国に普及する以前の原始キリス
ト教の教義を奉じて，あえてローマ帝国に対抗するためであった。こうして
アマズィグ人は，表面上ではキリスト教を受け入れ，それまでのバアル信仰
（Baal）（16）やユダヤ教を放棄した。しかしながら２世紀頃には，キリスト教
を奉じるアマズィグ人の中に，過激なキリスト教の教義を掲げる異端派が登
場し，カトリックの教義に反旗をひるがえす者もいた。その後ローマ帝国末
期には，北アフリカに侵入したヴァンダル族（vandal）がカトリック教徒を
迫害したため，５世紀末にアフリカ大陸の外へ追放された彼らの中には，多
数のアマズィグ人も含まれていたと考えられる。
イスラーム教支配下のアマズィグ人
　イスラーム教の普及とともに，アラブ人とアマズィグ人の交流は次第に活
発になった。カイラワーンを支配していた Uqba Ibn Nāfiの死後（670 年），
後継者となった Abu al-Muhair Dinarは，アミールと呼ばれるイフリキーヤの
長官としてこの地域を治めた（17）。彼はアラブ人であったが，アマズィグ人
との共存を望んだため，この地域に居住するサンハージャ系アマズィグ人に
接近した。アマズィグ人の長であったトレムセン出身（18）のクサイラ（Kusaila）
はキリスト教徒であったが，この時 Abu al-muhair dinarによってイスラーム
教を受け入れるよう説得された結果，イスラーム教に改宗したという一説が
ある（19）。しかしながら Abu al-muhair dinarの死後（683），Uqba ibn Nafiの
残党がクサイラを冷遇したため，ビザンツ軍と共闘してアラブ軍を撃破した
彼は，その後のイフリキーヤにおける支配を確固たるものにした（20）。北ア
フリカ地域のアラブ化やイスラーム化が完結するには，さらに 300 年の年月
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を要したが，アマズィグ人のイベリア半島への進出が始まったのは，いずれ
にせよ Tāriq Ibn Ziyādがジブラルタル海峡を渡ってモロッコから南スペイン
に進出した 711 年の時点であると結論できる（21）。しかしながら，その後も
アマズィグ人は，アラブ人たちから二級イスラーム市民としての扱いを受け
たことから，750 年頃までダマスカスのウマイア朝に抵抗を続けることにな
る。北アフリカは 10世紀にファーティマ朝（909 ～ 1171）の支配を受けるが，
カイラワーン（22）がアグラブ朝（800 ～ 909）の時代にイスラーム教スンニー
派の拠点だったことから，アマズィグ人はスンニー派イスラーム教の教義を
奉ずることになり今日に至っている。
タマズィグト語研究の方法論をめぐって
　すでに述べたように，古代アフリカには多くの民族が共存していたが，そ
こに居住する人々は，一つの言語的共通基層を保持していた事実を前提とす
るならば，この地域の言語事情の考察は，様々な側面からなされて然るべき
であろう。いずれにせよ筆者は，アマズィグ人が北アフリカ史の表舞台に登
場したといわれるカルタゴ史をその出発点として，この民族の動向を明らか
にしたい。それは，古代カルタゴ付近でおこなわれた考古学的発掘の結果，
紀元３世紀の墓が多数発見されたが，それらにはラテン語だけではなく，時
にはフェニキア文字の碑文が添えられていた事実を，イスラエル人の歴史家
シュロモー・サンドが指摘しているからである：Shlomo Sand, The Invention 
of the Jewish People, Tel Aviv, Resling, (2008)  ̶ Comment le peuple juif fut 
inventé - De la Bible au sionisme, París, Fayard, (2008)
　カルタゴが建設されたのは紀元前 814 年にさかのぼるが，フェニキア人が
この地域に到来し，海上貿易を営んだのは紀元前 12～ 13 世紀とされている。
紀元前２世紀にこの地域に数々のアマズィグ人国家が誕生した当時は，すで
にタマズィグト語は他民族の言語の影響を免れなかった。しかしながら，こ
れまでの歴史上でよく知られた人物たちが，アマズィグ系の姓名を保持して
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いることは，彼らの詳細を知る上での大きな手がかりとなろう。こうした姓
名の多くは，リビア文字のアルファベットで記されたが，この文字がトゥア
レグ系アマズィグ人の使用していたティフィナグ文字の原型であることを，
これまでにも取り上げてきた（23）。今日まで明らかになっているのは，リビ
ア文字の起源は紀元前６世紀であるという事実で，Massinissaがこの地域を
統治していた頃には，フェニキア文化の普及とともにティフィナグ文字も存
在していたとされる（24）。しかしながらティフィナグ文字は，アマズィグ人
の間でも決して書き言葉として使用されることはなく，ポエニ文字が正式な
場での文字となっていた。紀元前146年第２次ポエニ戦争で，カルタゴがロー
マに滅ぼされた頃は，ポエニ語（Punic）がこの地域に居住するすべての住
民の公式言語であったとされる（25）。ギリシア人歴史 Polybius（BC200 ～
118）の一説では，こうしてポエニ語がマグレブ地域に普及していったよう
である（26）。さらにギリシャ語もこの地域のアマズィグ人の間で使用されて
いて，彼らがポエニ語とギリシャ語の二言語併用者であったことは確かであ
る。
　さてリビア・ベルベル基層を母体とした従来のティフィナグ文字は，セム
語の特徴でもある子音のみからなるアルファベットから成立していて， 
/fnq/あるいは /fnġ/三文字を語根としている。この三つの子音に女性複数
を示す接頭辞 /ti-/を添加すれば /tifinaġ/となり，この語の意味は「ポエニ
人女性たち」となる（27）。その後この地域に，ローマ人によってキリスト教
とラテン語が導入されると，リビア・ベルベル基層はとりわけ都市部におい
て消滅の一途を辿り，ラテン文字の使用が日常化した。しかしながらローマ
に抵抗した原住民の中には，アマズィグ系の姓名を保持したものも皆無では
なかったことが，この地域の歴史的検証を手がける研究者にとって唯一の手
がかりである（28）。この地域にラテン語の普及がもたらした影響は，単に言
語の面にとどまらず，政治，農業，宗教など日常生活の様々な側面に至って
いる。そしてその後も，多くの足跡がアマズィグ文化の中に取り入れられる
ことになった。
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アマズィグ系の姓名に残るティフィナグ文字の痕跡
　さてティフィナグ文字が，かつてどのような状況下で使用されたのかを知
るには，彼らが北アフリカ史の中で歩んできた変遷を考察するだけでは不十
分で，アマズィグ人の日常生活の中に，その手掛かりを求めなければならな
い。筆者はマズィグ人の姓名らしきものが刻まれた碑銘に，これまでのフィー
ルドワークで遭遇したが，それらはアマズィグ人の宗教儀礼が行われた場所
と関連があることが次第に明らかになってきた。アラブ人をはじめとした
数々の征服者によって彼らはディアスポラを経験したため，こうした場所は
時代の流れとともに記憶からも忘れられていったようである。しかしながら，
モロッコやアルジェリアでは自らが歩んできた過去を取り戻そうとする運動
が近年，アマズィグ人研究者の間で巻き起こっている。アマズィグ人のこう
した抵抗運動の流れついては，前稿でも年代を追って示したが（29），2003 年
にモロッコ政府がティフィナグ文字を使った教育を許可し，さらに 2011 年
に憲法が改正されたことで，ティフィナグ文字の研究をめぐる状況はさらに
好転したといえる。確かに，自分の子息にアマズィグ人本来の名前をつける
家族も見かけられるようになったが，長い期間ティフィナグ文字を使用して
こなかった人々にとって，今の段階ではその文字化は表記上の問題を抱えて
いる。いっぽう，アマズィグ人が今日までに歩んできた痕跡を，北アフリカ
史の中にとどめおく目的で，アマズィグ人による組織が各地で結成され，モ
ロッコ政府は「人権」の名のもとに，かつては禁止されていた集会なども容
認する方向性を明らかにしている。筆者はティフィナグ文字に関連するテー
マを中心に，今後もタマズィグト語の様々な側面を検証する意向であるが，
本稿ではそのさきがけとして，ティフィナグ文字で綴られたアマズィグ人の
名前とその由来などを，これまでに収集した史料に基づいて以下に紹介す 
る（30）。
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─女性の名前─
(DAMYA)  ⴷⴰⵎⵢⴰ　   ：
アマズィグ人の女王　Dihya　にちなんで幼児につけられる名前で，ギリ
シア語では Damia となる
(DASIN) 　ⴷⴰⵙⵉⵏ　  ：
トアレグ系アマズィグ出身の有名な女流詩人の名前
(DIHYA) 　ⴷⵉⵀⵢⴰ　：
アマズィグ人女王 Kahina のアマズィグ名で（31）。
（Diḥya）ⴷⵉⵃⵢⴰと綴られる場合もある。その意味は「極端に美しい女」。
(GURYA)　ⴳⵓⵔⵢⴰ　：
アルジェリアのカビール系アマズィグ人（Kabylia）の間では，Guryaは聖
女として崇拝されている。
(HNU)　　ⵀⵏⵓ　　   ：
古き時代からモロッコの中アトラス山脈一帯に見られる名前で，「平和」「物
静かな女」の意味
(IJJA)　　  ⵉⵊⵊⴰ　　  ：
「香水」を意味する古き時代からの名前で「魅力的な女」の意味でも使わ
れる（32）　
(IZZA) 　　ⵉⵣⵣⴰ　  ：
アマズィグ人が居住する地域一帯で，古くから使われていた名前で，「最
愛の」がその意味
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(ILLI)  　　　　ⵉⵍⵍⵉ 　　    ：
近年に普及した名前で，「私の娘」の意味
(ITTU)　　　　ⵉⵟⵟⵓ　　     ：
Ait Attaなどモロッコ南東部方面に広がる中アトラス地域一帯で頻繁に使
われる名前で，「高価な」，「貴重な」の意味
(MAMA)　　　ⵎⴰⵎⴰ　　　：
Ait Attaからモロッコ南東部で使用され「高価なおもちゃ」を意味する
(MAMMAS)　  ⵎⴰⵎⵎⴰⵙ　   ：
古くからの名前で「彼の母親」を意味する
(MONNA)　　  ⵎⵓⵏⵏⴰ　　　：
古き時代から北アフリカ一帯で使われている女性の名前（33）　
(TADLA)　　　ⵜⴰⴷⵍⴰ　　   ：
「小麦の束（ブーケ）」を意味する古い名前（34）　
(TAFALKAY)T  ⵜⴰⴼⴰⵍⴽⴰⵢⵜ   ：
近年に普及した名前で，「美しい女性」を意味する
─男性の名前─
(ADRFI)　　　 ⴰⴷⵔⴼⵉ　     ：
「自由な人」，「解放された人」の意味
(AMAZIGH)　   ⴰⵎⴰⵣⵉⵖ　   ：
「アマズィグ人」の意味で，古い時代から使われている。
北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証３─ （ 83 ）
(ANIL)　　ⴰⵏⵉⵔ　　：
近年に普及した名前で，「美しい天使」，「雄のガゼル（gazelle）」を意味す
る（35）。
(ASAFU)　ⴰⵙⴰⴼⵓ　  ：
「たいまつ」，「燭台」を意味する古き時代の名前（36）　
(ASMUN)   ⴰⵙⵎⵓⵏ　   ：
「仲間」を意味する近年の名前で，最初に登録されたのはモロッコ南西部
の町 Guelminであった。
(BADIS)　 ⴱⴰⴷⵉⵙ    ：
ジール朝（972 ～ 1148）やハンマード朝（1015 ～ 52）など北アフリカに
君臨した歴代のアマズィグ系の王の名に多くみられる
(GAYA)　   ⴳⴰⵢⴰ　     ：
紀元 208 年に死去したMasinisaの父親の名前
(IDDR)　   ⵉⴷⴷⵔ　   ：
アマズィグ人が居住した北アフリカ全域で確認される古代の名前。その意
味は「活気のある」で，“Yahya” という名前はこの “IDDR” のアラビア語
訳である。
(IDIR)　　 ⵉⴷⵉⵔ　   ：
上記の形容詞　IDDRBの男性名詞で，「活気のある男」の意味
(IDUS)　　ⵉⴷⵓⵙ　   ：
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「強い男」，「健康な男」の意味
(IKKIN)　　　　  ⵉⴽⴽⵉⵏ　　　　  ：
伝統的なアマズィグ系の名前で，今日ではモロッコ南東部で多く確認され
る。その意味は「双子」
(IZM)　　　　　  ⵉⵣⵎ　　　　    ：
「雄ライオン」を意味する伝統的な名前
(IZRI)　　　　　  ⵉⵣⵔⵉ　　　　：
薬草の一種の名前で，その起源は古い。
(MDUR)　　　　 ⵎⴷⵓⵔ　　　　  ：
すでに引用した IDIRとほぼ同じ「活気のある男」の意味。南モロッコで
８世紀末から 11 世紀までシジルマーサを支配したミドラール朝の語源は
この語とされる（37）。
(MUNATAS)　　  ⵎⵓⵏⴰⵜⴰⵙ　　　  ：
「統一」を意味するこの名前は，先に引用した ASMUNと同様に，モロッ
コ南西部の町 Guelminで 1987 年に初めて登録されたことが確認されてい
る。
(TAKFARINAS)　 ⵜⴰⴽⴼⴰⵔⵉⵏⴰⵙ　：
紀元 17～ 24 年頃，ローマ帝国への抵抗運動を率いた英雄の名前である。
(YUFTN)　　　　ⵢⵓⴼⵜⵏ　　　　  ：
中世に起源を持つ名前で，その意味は「最も優れた男」
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(Yugerten)　  ⵢⵓⴳⵔⵜⵏ   ：
「彼らの中で最も偉大」を意味する古代の名前。ヌミディア王であった
Massinissaは，後の時代にこの愛称で呼ばれた。
(ZIRI)　　　  ⵣⵉⵔⵉ　：
「月の明かり」を意味する中世に起源を持つ名前で，ジール朝（zir）の語
源はこの名前にあるとされる（38）。
むすびにかえて
　固有名詞の起源や歴史を研究する学問に，従来から “Onomatology” （39）と
いう用語が使われていたが，この用語が適用できる学術上の範囲は，現在の
筆者にとっていま一つ明確ではない。カルタゴが残した史料は，残念なこと
に BC140 年の滅亡とともに，ローマによってすべて焼き払われてしまったた
め，これまではギリシャ語やラテン語の文献を通じて，北アフリカ史が把握
されてきたといえる。アマズィグ系住民の数々の名前がティフィナグ文字併
記で示された古文書の類が，もしこれまでに発見されていたなら，アマズィ
グ人が北アフリカ史の中でたどった痕跡を，この “Onomatology” の側面か
らより深く検証することが可能だったであろう。これまでにアトラス山脈一
帯で実施したフィールドワークで収集したアマズィグ人の名前を，なんとか
本稿の最後に紹介できた。ティフィナグ文字によるアマズィグ人の名前表記
という拙稿の試みが，アマズィグ人の歴史のみならず，語源学，民俗学，考
古学，言語学などの関連分野において，今後の研究・調査のための何らかの
布石となれば幸いである。
　なお今回から『創価大学人間学論集』が電子出版に改められ，PDFファイ
ルにそのまま反映されることに感謝の意を表したい。それは，従来からの紙
媒体での編集では，今後の拙稿で引用予定のティフィナグ文字が正しく表出
されないからである。
（ 86 ）
〔註〕
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３）Institut Royal de la Culture Amazighe
４）The Berber Identity Movement and the Challenge to North African States, University of 
Texas Press (2011)
５）ここ数年の研究に以下のものがある：
  Ennaji, M.(2010). “The Arab World: Maghreb and the Near East”. Handbook of Language 
and Ethnic Identity. J.Fishman. New York, Oxford University Press: 407-422.
  Goodman, J.(2010). “Imazighen on Trial: Human Rights and Berber Identity in Algeria” 
Berbers and Others: Beyond Tribe and Nation in Maghreb. K. E. Hoffman. Bloomington, 
Indiana University Press: 103-126.
  Tomastik,K.(2010). “Language Policy in the Kingdom of Morocco: Arabic,Tamazight, and 
French in Interaction.” The Annual of Language & Politics and Politics of Identity 4: 101-
116
６）“Amazigh”「アマズィグ」に接頭辞 /t-/と接尾辞 /-t/を添加した “Tamazight”「タ
マズィグト」は，彼らの話す言語を示すことも前稿で取り上げた。
７）ヌミディアに侵入したMašawšは，ヌミディア西部ではラテン語で “Massaesyli”，
またヌミディア東部では “Massili” と呼ばれていた，Sifax（BC215 ～ 202）という
西ヌミディアの王は，第２次ポエニ戦争でまずローマと同盟を結び，後にはカルタ
ゴ側に寝返るという作戦にでた。いっぽう東ヌミディアの王であるMassinissa
（BC238 ～ 148）はローマ側に味方した。
８）“Imazighen” はベルベル人（アマズィグ人）を意味する “Amazigh” の複数形であ
ることをすでに述べたように，アマズィグ語では接頭辞 /i-/および接尾辞 /-en/に
よって男性名詞の複数形がつくられる：amazigh > imazighen
　　なおアマズィグ人は，モロッコ，アルジェリア，チュニジア，モーリタニア，マリ，
ニジェール，リビア，エジプトなどの北アフリカ一帯に言及する際に “Tamazgha”
という名称を用いる。アラブ系住民がこの地域一帯を “Maghreb” と呼んでいる事
実とは対照的である。
　　さらに “Timazighin »とすると “Amazigh »の女性複数形となる：
　　tamazgha > timazighin
９）“Temehu” ／ “Tamahu” は，時には “Tehenu” と呼ばれていて，今日の上エジプ
トに居住するヌビア人（Nubians）と交流があったとされる。当時 “Tamahu” は「ナ
イルより西方に居住する人々」を意味していた。“Tehenu” は「青い人々」という別
の意味も持つが，今日のモロッコ以南のサハラ砂漠に居を構えるトアレグ系ベルベ
ル人（Tuareg）も「青い人々」と呼ばれていることは興味深い。今日のトアレグ系
住民が自らを称する際に用いる “Tamahaq” ／ “Tamasheq” という用語が古代エジ
北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証３─ （ 87 ）
プトでは “Temehu” ／ “Tamahu” に相当していた事実は注目に値する。なお “Berber”
の命名法に関する地域格差については，拙稿（2012）「北アフリカ史の中のベルベル
人」『創価人間論集５』pp.27-28 を参照のこと
10）Chaker教授は結論で，《北アフリカにおけるアラブ化の過程において，アラブ系
の為政者による政治支配の確立が急務であった。とりわけアルジェリアにおいては，
アマズィグ人のイエメン起源説が有力視された。したがってアマズィグ人のケルト
起源，ゲルマン起源，ギリシャ起源などを主張するのは，ヨーロッパ人の植民地主
義者の画策に他ならない》と結んでいる：Salem Chaker: Berbère aujourd’hui: 
Maghreb contemporain, L’Harmattan, Paris (1989)
11）筆者はモロッコ・アラビア語の定冠詞 /l-/が呈する特性を，ユダヤ・スペイン語
（Judeo-Spanish）とも呼ばれるラディノ語（Ladino）の影響ではないかとの仮説を立
て，その検証を試みた：「アル・アンダルスのアラビア語」『創価大学外国語学科紀
要 17』（2007），今後は，セファルディー系ユダヤ人の起源がアマズィグ人である可
能性を念頭において，この仮説の信憑性を再考したい。さらなる詳細に関しては：
　　Haïm Zafrani: Histoire de Juifs d’afrique du Nord, Jérusalem, (1965)
　　Shlomo Sand: Comment le people juif fut inventé, Fayard, (2008) pp.304-320『ユダヤ人
の起源：歴史はどのように創作されたのか』および拙稿（2012），pp.25-26 を参照の
こと
12）http://www.alhucemaspress.com/
13）かつて北モロッコリーフ山脈にある Ait Aissaという集落を調査で訪れた際，筆者
もこうした事例を確認している。小学校入学時に，アマズィグ集落出身の児童の多
くが，本来の姓を強制的にアラブ系の姓に変更されて登録されたという。：
　　　　Kamal Ait aissa　＞　Kamal Mezuad　
　なおモロッコ各地の町村において，/Bni/で始まる地名は主にアラブ系住民，/Ait/
で始まるものはアマズィグ系住民の村落として区別される。詳細については拙著
『ティフィナグ文字とベルベル語の基礎』（2014）春風社，pp.50-59
14）Ibn Khaldun: Kitāb al-Ibar (Histoire des Berbères et des dynasties musulmanes de 
l’Afrique septentrionale), Paris,（1978）
15）アマズィグ人を率いた女王カーヒナは，683 年に東ローマと共戦を組んでウマイ
ヤ朝アラブ勢力を撃退したが，698 年にカルタゴの戦いで連合軍は敗れ戦死した。
筆者はティフィナグ文字で表記された Dihya ⴷⵉⵃⵢⴰまたアラビア文字表記として
kāhina كاهنةをイブン・ハルドゥーンの史料で確認した。
16）「バアル神」はウガリット神話に登場する神で，旧約聖書や新約聖書では「異端の
神」として描かれている。
17）以前は「マグレブ」（Maghreb）と呼ばれていた北アフリカは，アラブ人が侵入し
た８世紀以降，特に９世紀にカイラワーン（kairouan）にアグラブ朝（800 ～ 909）
が成立した後は，マグレブ地域の東部が「イフリーキーヤ」（Ifrīqīya）と呼ばれた。
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18）サンハージャ系アマズィグ人の詳細については，拙著（2014）pp.50-55：またトレ
ムセン（Tlemcen）については，ibd. pp.25-26 を参照のこと
19）いっぽう一連の歴史家は，９世紀の史料を引き合いに出して，クサイラがイスラー
ムに改宗した記述は皆無であると主張している。イブン・ハルドゥーンによると，
当時アマズィグ人を率いていたクサイラ（640 ～ 686））は，アルジェリアのトレム
セン（Tlemcen）を故地とするサンハージャ系アマズィグ人で，アマズィグ名では
（Aksel）ⴰⴽⵙⴻⵍと記されている。
20）詳細については，Ibn Idari著 Kitāb al-bayān al-mughrib fī ākhbār mulūk al-andalus 
wa’l-maghrib’ (Book of the Amazing Story of the History of the Kings of al-Andalus and 
Maghreb)：1313 年にモロッコのマラーケシュで出版されたこの著作は，ムラービト
朝（Almoravids）やムワーヒド朝（Almohads）が南スペインのアル・アンダルスや
モロッコで辿った変遷を把握する際に，最も貴重なアラビア語の史料とされている。
21）イブン・ハルドゥーンによると，Tāriq Ibn ZiyādはMusa Ibn Nusayrの解放奴隷
であったが，出生はチュニジアの Nafza系アマズィグ人であるとの指摘がある。
22）「カイラワーン」の表記は文献によって，Kairouan, Kairwan, Kayrawan, 
Al-Qayrawan，など様々であり，時には「ケルアン」と発音されることもある。
23）拙著（2014），pp.35-36 を参照のこと
24）“Massinissa” はティフィナグ文字で（Masnsa）ⵎⴰⵙⵏⵙⴰと綴られていたことが確認
されている
25）地理言語学上，ポエニ語はフェニキア語（Phoenician）の西部方言に分類されて
いる。これら二つの言語については Krahmalkov, Charles R. (2001). «1. The 
Phoenician language». A Phoenician-Punic Grammar. Leiden; Boston; Köln: Brill. p.2お
よび Harris, Zellig Shabbetai (1990). «Introduction». A Grammar of the Phoenician 
Language. American Oriental Series Volume 8. New Haven: American Oriental Society. 
p.8が詳しい。
26）Polybius: The Historiesにば，ポエニ語は北アフリカのみならず，マルタ島やイベ
リア半島にも浸透していたとの記述がある。
27）拙著（2014），pp.88-94「§ 8　名詞」を参照のこと
28）アラブ系姓名とアマズィグ系姓名の具体的な例については，本稿の脚注（13）を
参照のこと
29）拙稿（2013）「北アフリカ史の中のベルベル人」『創価人間論集６』pp.49-52
30）今日において政情が安定せず，反アマズィグ主義（anti-amazigh）が今もって浸透
している北アフリカのアラブ諸国では，こうした情報の公開は危険をともなうこと
を付け加えておきたい。http://www.tamazight-tv.ma/
31）Dihya はアルジェリアの Aures出身で，アラブ系女性の名前 lkamlaは Kahina に
由来している。タマズィグト語のシャウヤ細分化方言（アルジェリア）では，Dihya
はウシ科の「ガゼル（gazelle）」を意味する。
北アフリカ史の中のベルベル語─言語的側面からの検証３─ （ 89 ）
32）この名前には（IJJU）ⵉⵊⵊⵓというバリアントの綴りもある。
33）この名前からMONICA, MOUNOSA, MOUNULAなどの名前が派生してできたと
される。
　　詳細については Kamal Nait-Zerran, L’officiel des prénoms Berbères, l’Harmattan 
(2003)
34）モロッコの中アトラスから高アトラスにかけて，Beni Mella県近郊域に Tadla- 
Azilalと呼ばれる地域があり，145 万人ほどが居住している
35）今日のモロッコで最も普及しているアマズィグ男性の名前で，南西モロッコの
Agadirで 1986 年に登録されたのが最初であるとの報告がある：Hanmaine 
Mohamed, Le prénoms Amazighes D’après des sources historiques Essai d’une étymologie, 
p.96. (2010)
36）北アフリカを支配したムワッヒド朝（1130 ～ 1269）の創始者イブン・トゥマルト
は，マスムーダ系アマズィグ人であり，彼は “ASAFU” から派生したと考えられる
名前で “Assafu” と呼ばれていた。
37）中世にサハラ方面との交易の中継地として栄えたシジルマーサ（Sijilmassa）に，
当時はゼナータ系アマズィグ人が居住していたが，今日この一帯は廃墟となってい
る：詳細については，拙稿（2012）「北アフリカ史の中のベルベル人」『創価人間論
集５』pp.30-31 を参照のこと。なお Sijilmassaの表記として 2014 年夏の調査で
ⵙⵉⵊⵉⵍⵎⴰⵙⴰを確認した。
38）ジール朝（973-1148）はカビール系アマズィグ王朝であるが，創始者の Ziri Manad
はサンハージャ系アマズィグ人であったとされる。
39）この用語のほかに，時には “Onomatics” と命名されることもある。いずれにせよ，
/onoma-/が示すのは，ギリシャ語で「名前」の意味である。
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